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コ ミ ユ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 形 成 に 関 す る 璋 親 調 査 と そ の 考 察

夏 秋 　 英房 （聖 徳 大 学 短 期 大 学 部 ）

1，研究 の 意図

　本発表は 、 母親の ：〕ミュ ニ ケ
ー

ショ ン に関わ る態

度 ・行動が 、 子どもへ どの ように作用し子どもの ：〕

ミ ュ ニケー
シ ∋ン に関わる態度 ・行動を形成してゆく

の か を、 コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 の 観点を踏まえな

がら耆察するも の で あ る
＊

  ここ で は、コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ヨン に関わる態度 ・行動の あり方を〕ミュニ ケー

シヨ ン ・スタイルと名付 け 、 母親のコミュ ニ ケー
シ ョ

ン
・
スタイルと母親から子どもへ のコミュ ニケー

シ ョ

ン 1こ関わるしつ け 、 そして子どもの コミ ュニ ケー
シ ョ

ン特性を質問項目 に設定し、 調査を実施した 。

　本発表 の 焦点 は幼児及び 児董期 （小学校低学年、

中学年）の 子 ど もに とっ ての 誘語環墳 に絞っ た 。 現

代の 子ど もたちは 、自分の 意見を発表する能力や 論

理的な思考力が不 足して いるとい う指摘がしばしば

なされる 。 また 、 小学生で さえ子 どもたち の 対人関

係の 希薄さがあるとの 指摘もなされて いる。その 結

果として 、 コミュ ニケー
シ ョン能力の問題 、 とりわけ

パ ーソナルコ ミュ ニ ケー
シ ョン能力の 乏しさが注目さ

れ るようにな っ て き て いる 。

　 このような事態の要因を、自己 中心 的な 段階にあ

るこ の 年齢の 子どもに関しての ⊃ミュ ニケー
シ ヨン の

有り様を大人との 関係性にお い て探 っ てみようと考

えた 。 書 語環 境の な か で も 、 人的なもの 、 及び 、

対人 的な も の を重視し、こ の 年齢の 子どもにとつ て

モデリン ク
「
の 対象 で あ る紐親を質問の 回答者に選定

した。

　分析したデータは 、 聖徳大学児藍学研究所子ど も

の 遊 び と生活班が 1997 年に干葉県松戸市を中心に

した幼稚園 ・保育所 ・小学校の 保護者 1503 名を対

象として実施した質問紙調査の な か から、母親が 記

入した 1422 ケー
スを抽出したもの である 。

　質問項目は 、 国語教脅学研究者との 共同研究によ

り作成 したが 、 国語的な観点から演繹的に構成 した

もの で はなく、 母と子の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョン 。スタイ

ルと紐子関係 の 特性 に関わ るデータを 、 コミュ ニ ケ

ー
シ ョ ン能力の 観点から解釈し、 それらの 関連を明

らかにす ることを試み た。

2 ，コ ミュ ニ ケ
ー

ション 能 力とは

　ここでは 、 コミュ ニケー
ションを 「言語 ・非言語の

行為や図表 ・絵などによる記号及び コ
ー

ドを用い て、

意味を交換 ・交流する過程 」と考え 、 その基夲的要

素は パ
ー

ソナル ・ ⊃ ミュ ニ ケー
シ ヨ ン で あるこ と、表

出的 及び 自己完結的な コ ミ ュ ニ ケーシ ヨ ン で あるこ

と、相互的 ・直擾 的な 対 面 コ ミュ ニ ケー
シ ヨ ン で も

あることと操作的 IZ限定して使用したい 。

　また、コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン にかかわる能力 は学習

可能な可塑性に富む能力で あると仮定する 。

　以上の ように設定したうえで 、 特にコ ミュ ニ ク
ー

シ

ョン 能力を国語教育学の 知 見を踏まえ、以下の 4つ

の 要素か ら構成した 。 （1）、（2）、（4）は それ ぞれ 自他の

関係 性IZか かわ る要素であ り、有機的 1こ関連して い

るもの である 。

（1）自己開示力

　 自己表現を機能的な面から捉えるこ とで 顕現ずる

力である 。 自己開示力とは 「他者に交流 ・相互性を

求め ようとする力」の ことを言う 。 または 、 「自 己

の さまざまな面をあるがままに相手に伝え 、 それ に

対する相手の 返報を社会規範にも求め ようとする

力」 の ことを言 う 。

（2）他 者受容 力

　他者受容力とは「他者との 関わり性を受け止 める、

共感する力」で あり、 開示した コード、 情報の 発信
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を流れとして受け止め る力 で あ る 。

（3）論理 的思考力

　自らが 、 意見 を出す こ とが 可能 1こ な るため にはそ

こ で 、物事をもの とこととの 関係性か5 とらえ て い

こ うとする論理性 、 抽象性の育ちが必要である 。 「社

会的 なラン グを踏まえてことば を用い る力」、 「構文

意識、琶 語を規範的に 用い る こ とが出来 る力」「メ

タ琶語に よる ふ りかえりが 出来る力」 など こ の よう

な力を総称して論理 的思耆力と捉え る。

　国語教脅学の 研究では次 の ようにその 力 の 内 包す

るもの を書う。

　 1，形式論 理学 の 諸法則にか なっ た推譌の こ と

　2，筋道の 通っ た思考、つ まりある文章や 話が、「前

提 と結論」「主張と理 論」 とい っ た論証 の 形式 を整

えてい ること

　3，分析 、 統合 、 抽象、比較、関係づ け な ど広 く

直観やイメ ージ 1こよる思罍に つ いて 「概念的」思考

一般の こと

〔4）倫理的思考力

　 「他 者 と の 交流を深 め るた め の 行動規範の 力 」

の ことを倫理的な 思考力とい う 。 国語教育学で は 、

単なる常識やことばを用い る上 で の 礼儀の 範 躊にお

しこ め られてい たことが 、 「他者と の 関係 を円滑にす

るため の対他的な力 J として捉えされ 「洗練⊃一ド」

の学習という形で敬語 の用 い万 、 レトリツ ク、暗示

的表現 、 話しのマナ
ーなどが指摘され て いる 。

3　母 親お よ び子 どもの コ ミュ ニ ケ
ーシ ∋ン ・ス タ　イル

とその 形成婪 因

　子 ども の コ ミュ ニ ケ ー
シ ョン 能力の 形成には 、 母

親が直接的に書葉 の 規範的 な使用へ の 注意を子 ど

もに喚起し、表現の 明瞭性と積極性を高め 、 文字に

親しあ習慣 ・態度を培う こ とが大 きく影響する 。 と

ともに、 母親は子どもの コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン
・モデル

として 重要な影響を及 ぼして い ると耆えられ る 。

　そこ で 、前節まで に述べ た国語教育学の コ ミュ ニ

ケ ー
シ ョ ン能力 の 観点 を踏 まえ なが ら 、 毋親の コミ

ユ ニ ケ ー
ション

・
スタイル と母親か ら子ども へ の ⊃ ミ

ユ ニ ケ
ー

シ ョ ン に関 わ るしつ け の あ りかた 、 そして 子

どもの コミュ ニ ケー
シ ョン 特性と社会的行動 ・態度

の 関連に つ い て検討をすすめ た 。 得られた知見は概

ね 以下の ようである。

　まず ， 母親の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョン ・ ス タイルの 12項

自 の 回答結果 をコ ミュ ニ ケ
ー

ショ ン 能力の 4要素と関

連づ け ながら 、   倫理的思考力 、   文字志向 ・ 諭

理的思考力 、   齧語的自己開 示力、  非言語的 ・ 共

感的 自己開示力、  他者受容力 IZ分類した。

　さらに、子 ども の コミュ ニ ク ーシ ∋ ン ・ス タイルに

っ い て母親に 14 項目でたずね 、 コミ ュ ニケー
シヨン

能力の 4要素と関連づ けなが ら、  言語的自己開示

力、  倫理的思考力、  非言語的自己開示力、  権

威 ある他者を受容 する態度、  防御的な 自己開示 力

の 5つ に分類した。

　しか し、こ れら の 分 類は母 子 とも 1こそれ ほど説明

力の 高い もの とならなかっ た 。 コミュ ニケー
シ ∋ン

・
スタイル の 項 目は各 々複数の コミュ ニ ケー

シ ヨ ン

能力の 要素を複合して いる 。

　また 、 母親か 5 子ども へ の 、 コミュ ニ ケー
シ ヨン に

かかわるしつ けにつ い て 10 項目で たずね 、   表現

の 明瞭性と積極性の 強調、  状況や規範へ の 同調、

  文字や 記号へ の 接触と学習の 勧奨の 3つ に分 類し

た。

　こ れらの 関連を検討した結果、いくっ か の 知見が

得られ た 。 たとえば、母 親の 言語的自己開示 力 の 影

響は 、 幼児の 生活 全般に及 6 の に対 して 、 児童の 場

合は醤 語的に明瞭な 自己 開示 や 文字へ の親和性な

ど、 琶語的な領域に焦点が定まっ てくる 。 また、 母

親が書語的自己開示と倫理的思考力の モデル となる

ことで 、 小学生には 、 誉 語使用 の 発達と規範の 内 面

化に影響がある 。 また、幼児にとっ て は母親の 積極

的な自己 開 示 が子 ども の 社会 的関係 に影響 して い

る 。

　　　　 （以下 、 当日配布ずる資料をご 覧下さ い ）

継 夲発表は 、 夏秋英房 、 有働玲子 「コミ ュニ クー
シ
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